
 

1 

 

会議名 生ごみ資源化共同処理に関する逗子市・葉山町の協議（概要） 

日 時 2026年（令和８年）１月22日㈭9時30分～11時40分 

場 所 葉山町クリーンセンター会議室 

出 席 者 

 

 

逗子市： 
石井環境都市部長、三澤次長 

鷲原資源循環課長、小川環境クリーンセンター所長 

森下資源循環課副主幹、鈴木資源循環課専任主査  

 

葉山町： 町田環境部長、角田クリーンセンター所長、齊木環境課長、 

松村クリーンセンター主事  

１. 協議の概要 

主に生ごみ資源化処理施設に係る資本費の妥当性確認および負担金算定の前提整

理が行われた。特に当初約４億 8,200万円とされていた施設整備費が、最終的に約

５億 800万円へ増額した経緯とその根拠、並びに交付金・起債・増工事の取扱いに

ついて、協議を行った。 

また、生ごみ資源化処理施設の現地確認を行い、運用実態や課題（処理費、年末対

応等）について協議を行った。 

２. 資本費（施設整備費）の内訳と確認 

⑴ 葉山町からの説明 

・葉山町から、資本費約５億 800 万円は以下の積み上げによるものであると説明

があった。令和６年度出来高：約 4 億 7,993 万 6,600 円、令和７年度出来高：

約 2,802万 9,100円、合計：約 5億 796万 5,700円 

内訳は、共和化工㈱が作成した「本工事費種別明細書」および「諸経費一覧表」

に基づくものであり、直接工事費、管理費・諸経費、交付金対象内・対象外区分

を積み上げて算出されている。 

⑵ 逗子市側の確認・疑問 

葉山町から提示された「出来高ベースの内訳」について、当初額（約４億 8,200

万円）からの増額理由が不明確であることから、比較資料の提示を求めた。 

３.設計・契約プロセスの問題 

⑴ デザインビルド方式による影響 

葉山町：本事業は設計・施工一括発注方式（デザインビルド）であり、当初契約

時点では、詳細な設計は存在せず、内訳は概算レベルであり、実施設計により金

額が確定するという構造である。 

⑵ 実施設計の遅延と工事進行：本協議の中で明らかになった事実として、実施設

計が最初に提出されたのは令和６年の 10 月か 11 月頃であり、実施設計が未提

出のまま工事が進んだという運用実態があった。 

逗子市：実施設計をしてから着工すべきところ、しないまま工事が進み、後から

増額請求されている構造ではないか。 

葉山町：施工管理が適切でなかった面は否めない。 
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４.当初見積額「約４億 8,200万円」の根拠 

⑴ 今後の対応 

プロポーザル提案書、契約書原本、実施設計資料の確認・突合により、「当初見

積額」と「最終確定額」との差異を確認する必要性があることを市町が確認し

た。 

５.循環型社会形成推進交付金の取扱い 

⑴ 現状 

令和６年度：満額交付、令和７年度：申請未実施（結果０円） 

未申請の理由は、共和化工㈱の工事内訳の提示遅延、申請期限（令和６年９月

末）への未対応である。 

⑵ 逗子市の主張 

葉山町の事務の遺漏や工期の延長に伴って交付されなかった部分があるのな

ら、その部分は逗子市が負担するべきものではない。 

葉山町：検討させてもらう。 

６.処理費・運用面について 

⑴ 葉山町：葉山町クリーンセンター全体で電気代が、当初は約 59万円/月 であっ

たが、最近は約 77万円/月へ増加しており、処理費増加の要因となる。 

⑵ 葉山町：逗子市の年末時の生ごみ臨時収集時の葉山町への生ごみ搬入について

は、現時点で未決定である。本年度は、撹拌等の作業のため、町職員が 12月 29

日、30日、１月２日の３日間、各２名程度、勤務している。 

⑶ 葉山町：生ごみ搬入の平準化については、逗子市に対して平準化を求めないと

いうことで、市町の合意事項として整理している。本件は、市町の議会にて説

明することも可能である。 

７.工期延長に伴い発生した損害金に関する法的対応について 

⑴ 方針：市町の弁護士間で整理する。あくまでも行政が判断するにあたり、法的

な見地からアドバイスをもらうという認識で一致した。 

８. 合意事項 

⑴ 平準化については、葉山町は逗子市に対して求めないことについて合意した。 

９.今後の方針等 

・約４億 8,200万円から約５億 800万円への増額理由を明らかにする根拠資料の提示 

・実施設計図書・契約関係資料の原本等の確認、精査 

・循環型社会形成推進交付金未交付分の取扱い 

・当初見積金額の積算根拠の確認 

・処理費に関する協議を実施 

・年末対応に関する協議の実施 

・損害金に関する弁護士間の協議の実施 

 

＊協議終了後、生ごみ資源化処理施設の水道、電気メーター、集塵施設等を視察した。 

11:10～11:40 

以上 

 


